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　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
）

　神
武
天
皇
祭
（
四
月
三
日
）

　春
季
祭
（
四
月
十
日
）

　昭
和
祭
（
四
月
二
十
九
日
）

　御
田
植
祭
（
五
月
下
旬
）

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
）

　神
武
天
皇
祭
（
四
月
三
日
）

　春
季
祭
（
四
月
十
日
）

　昭
和
祭
（
四
月
二
十
九
日
）

　御
田
植
祭
（
五
月
下
旬
）

四
月
・
五
月
の
祭
事

四
月
・
五
月
の
祭
事

撮
影

　南
部
ス
タ
ジ
オ

桜
の
香
り
、
心
に
元
気 ―

。

開
花
の
頃
よ
り
見
頃
を
過
ぎ
る
ま
で
、

「
桜
詣
」
の
ご
朱
印
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

桜
の
香
り
、
心
に
元
気 ―

。

開
花
の
頃
よ
り
見
頃
を
過
ぎ
る
ま
で
、

「
桜
詣
」
の
ご
朱
印
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

桜
詣
。

桜
詣
。

10

81vol. 越中一宮



越中一宮

23 　　　　　　　 ホームページ

81vol.

　
年
明
け
か
ら
早
三
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。

元
旦
夕
刻
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
は
大
き
な
災
い
を
招
き
、
現
在
も

避
難
や
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
毎
日
報
道
さ
れ
る
状
況
に
一
喜
一

憂
し
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
幸
い
に
し
て
当
神
社
を
は
じ
め
兼

務
神
社
も
最
小
限
の
被
害
で
済
ん
だ

こ
と
は
誠
に
有
難
く
、
大
神
様
の
御

加
護
と
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
好
を
重
ね
て
い
る
全
国
の
神

社
、
ま
た
関
係
各
位
か
ら
お
見
舞
い

を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
有
難
く
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
能
登
方
面
に
は
当
家
の
親
類
縁
者

が
奉
仕
す
る
神
社
が
あ
り
、
被
害
は

何
処
も
甚
大
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
お

見
舞
い
に
行
く
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

災
害
復
旧
活
動
の
妨
げ
に
な
る
と
の

こ
と
で
、
時
間
を
あ
け
て
、
一
月
下
旬

と
二
月
初
旬
に
伺
っ
た
。

　
能
登
半
島
先
端
の
珠
洲
市
へ
出
か

け
た
時
に
は
本
当
に
驚
い
た
。「
全

壊
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
奥
能

登
へ
行
く
に
つ
れ
そ
の
様
子
は
悲
惨

に
な
り
、
通
り
に
は
ま
と
も
な
建
物

が
一
つ
も
無
か
っ
た
。
ど
こ
か
ら
手
を

着
け
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
人
が
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
、

地
元
住
民
で
な
い
自
分
達
も
途
方
に

暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
珠
洲
市
内
の
神
社
へ
巫
女
さ
ん
の

装
束
を
届
け
た
。
震
災
で
使
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
新

し
い
千
早
と
緋
袴
を
各
二
領
揃
え
て

訪
ね
た
。
参
道
の
構
造
物
（
鳥
居
・
燈

籠
・
狛
犬
な
ど
）
は
全
て
倒
壊
し
、
そ

の
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
昨
年
五

月
に
発
生
し
た
能
登
沖
地
震
で
被
害

を
う
け
、
年
末
ま
で
に
復
旧
し
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
禍
津
神
の
仕
業
と
て

な
ん
と
酷
い
仕
打
ち
だ
ろ
う
。
氏
子

の
方
々
は
二
度
も
三
度
も
繰
り
返
す

災
害
に
修
繕
費
用
を
捻
出
す
る
力
は

も
と
よ
り
、
復
興
し
よ
う
と
い
う
心

が
完
全
に
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

お
聞
き
し
た
。

　
富
山
県
も
被
災
県
で
あ
り
、
お
互

い
さ
ま
で
は
あ
る
が
、
あ
の
破
壊
さ

れ
た
町
や
村
の
復
旧
が
一
日
も
早
く

進
ん
で
、
以
前
の
生
活
が
出
来
る
日

が
訪
れ
る
ま
で
支
援
の
心
を
持
ち
続

け
、
長
く
そ
の
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
大
切
だ
。

　
富
山
県
神
社
庁
で
は
災
害
対
策
室

に
て
県
内
は
も
と
よ
り
、
県
外
へ
の
支

援
活
動
も
強
力
に
進
め
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で
あ
る
。

我
々
も
個
人
レ
ベ
ル
で
出
来
る
限
り

の
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
心
の
拠
り
所
で
あ
る
神
社
が
被
災

し
た
ま
ま
の
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い

る
の
は
本
当
に
心
苦
し
い
限
り
で
あ

る
。
氏
子
の
方
々
に
希
望
を
も
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
。
物
資
の
支
援
に
合
わ
せ
て
、
心
の

支
援
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
先
日
、
友
人
に
誘
わ
れ
、
氷
見
市

の
民
宿
へ
お
昼
ご
飯
を
食
べ
に
行
く

機
会
が
あ
っ
た
。
特
に
支
援
と
い
う

趣
旨
で
は
な
か
っ
た
が
、
帰
り
に
「
と

や
ま
応
援
ク
ー
ポ
ン
」
と
い
う
三
千

円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を
も
ら
っ
た
。
富

山
県
の
支
援
策
だ
っ
た
。
被
災
し
た

場
所
へ
行
き
、
食
事
や
買
い
物
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
支
援
で
き
る
と
い

う
、
図
ら
ず
も
間
接
的
な
支
援
を
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
手

の
支
援
は
気
軽
に
実
行
で
き
る
。

　
昭
建
皇
太
后
御
歌

人
の
た
め
身
の
た
め
も
の
を
お
も
ふ
こ
そ

　う
つ
せ
み
の
世
の
な
ら
ひ
な
り
け
れ

（
口
語
訳
）

　
世
の
人
の
た
め
、
わ
が
身
の
た
め
に
、
心
を

つ
く
し
て
様
々
に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
こ
そ
、

こ
の
世
に
生
き
る
人
の
持
つ
べ
き
心
の
有
様
と

い
う
も
の
で
す
。

　
被
災
地
へ
出
向
き
、
復
旧
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
、
ま
た
、
支
援
物
資
を

送
っ
た
り
募
金
を
し
た
り
す
る
こ
と

な
ど
直
接
的
な
支
援
と
、
現
地
へ
旅

行
に
行
っ
た
り
食
事
に
行
っ
た
り
す

る
な
ど
間
接
的
な
支
援
、
支
援
の
方

法
は
い
く
つ
も
あ
る
。
と
も
か
く
支
援

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

※
昭
建
皇
太
后
＝
明
治
天
皇
の
皇
后

﹁
支 

援
﹂

宮
　司  

藤
井
秀
嗣

節分祭斎行 節分祭斎行 

　今
年
の
元
日
に
は

能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
石
川
県
、
ま

た
当
県
に
於
い
て
も

各
地
で
甚
大
な
被
害

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
衷
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　古
来
、
活
力
が
漲

り
強
い
運
気
と
繁
栄

を
も
た
ら
す
と
云
わ

れ
る
辰
年
の
今
年
も
、

氏
子
の
皆
様
始
め
関

係
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
、
あ
た
た
か
く

皆
様
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

初
詣
句
会

福
野
糸
瓜
句
会
奉
納
句

へ
ち
ま

初
絵
馬
を
龍
踊
り
出
る
能
登
ま
で
も

　
　中
川

　英
堂

凛
然
と
並
ぶ
神
杉
淑
気
満
つ

　
　
　
　
　名
村

　五
月

水
紋
の
御
手
洗
川
や
初
日
受
く

　
　
　
　田
上
眞
知
子

杓
伸
ば
し
龍
頭
よ
り
汲
む
初
手
水

　
　
　梅
島
く
に
を

大
地
震
に
遠
き
友
よ
り
初
電
話

　
　
　
　有
川

　
　寛

大
前
に
句
の
上
達
を
初
祈
願

　
　
　
　
　上
古

　眞
澄

蒼
天
の
鎮
守
の
杜
や
初
句
会

　
　
　
　
　有
川

　公
子

大
吉
と
夢
を
引
き
た
り
初
御
籤

　
　
　
　城
宝
寿
美
礼

吹
雪
止
み
尖
る
立
山
空
に
浮
き

　
　
　
　五
十
嵐
千
恵
子

令和六年 辰年

初 詣

紀
元
節
祭
斎
行

皇
紀
二
六
八
四
年

　暦
の
上
で
季
節
の
節
目
を
表
す
「
二

十
四
節
気
」
の
始
ま
り
、「
立
春
」
を

翌
日
に
控
え
た
二
月
三
日
、
季
節
の
変

わ
り
目
に
不
意
に
忍
び
寄
る
邪
気
を
追

い
祓
う
追
儺
神
事
「
節
分
祭
」
を
斎
行

し
ま
し
た
。

　節
分
の
日
は
二
月
三
日
と
定
ま
っ
て

は
お
ら
ず
、
翌
日
の
立
春
の
日
に
ち
に

よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。
昭
和
六
十
年
よ

り
長
い
間
「
二
月

三
日
の
節
分
」
が

続
き
ま
し
た
が
、

令
和
三
年
よ
り
し

ば
ら
く
は
三
年
お

き
に
「
二
日
」
の

年
が
訪
れ
、
来

年
、
令
和
七
年
の

節
分
は
二
月
二
日

と
な
り
ま
す
。

春
の
訪
れ
に
、
福
は
内
。

　今
日
で
は
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し

て
広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
二
月

十
一
日
、
我
が
国
の
建
国
を
奉
祝
す
る

「
紀
元
節
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　神
武
天
皇
が
大
和
国
橿
原
の
地
に
お

い
て
ご
即
位
さ
れ
て
よ
り
悠
久
二
六
八

四
年
。
参
列
者
は
世
の
平
安
を
祈
っ
て

奉
奏
さ
れ
る
「
浦
安
の
舞
」
に
心
を
重

ね
、
皇
室
の
弥
栄
と
変
わ
る
こ
と
の
な

い
我
が
国
の
安
泰
と
繁
栄
を
願
い
、
心

を
込
め
て
玉
串
を
奉
り
ま
し
た
。

　「
紀
元
節
」
は
明
治
六
年
に
制
定
さ

れ
、
一
度
の
中
断
を
経
て
、
昭
和
四
十

二
年
か
ら
は
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し

て
、
再
び
日
本
の
建
国
を
し
の
ぶ
祝
日

と
な
り
ま
し
た
。

き 

げ
ん
せ
つ
さ
い

じ
ん 

む

や
ま
と
の
く
に
か
し 

は
ら

に

じ
ゅ
う
し  

せ
っ  

きつ
い  

な

み
な
ぎ
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な
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い
を
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、
現
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作
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。
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日
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憂
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。
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に
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上
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で
あ
る
。
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に
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当
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兼
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も
最
小
限
の
被
害
で
済
ん
だ

こ
と
は
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に
有
難
く
、
大
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の
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加
護
と
感
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し
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い
る
。
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、
日
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好
を
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る
全
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の
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、
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た
関
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各
位
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を
い
た
だ
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と
も
有
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礼
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で
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る
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能
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面
に
は
当
家
の
親
類
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者

が
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す
る
神
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が
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り
、
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害
は

何
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も
甚
大
で
あ
っ
た
。
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に
お

見
舞
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に
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く
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

災
害
復
旧
活
動
の
妨
げ
に
な
る
と
の

こ
と
で
、
時
間
を
あ
け
て
、
一
月
下
旬

と
二
月
初
旬
に
伺
っ
た
。

　
能
登
半
島
先
端
の
珠
洲
市
へ
出
か

け
た
時
に
は
本
当
に
驚
い
た
。「
全

壊
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
奥
能

登
へ
行
く
に
つ
れ
そ
の
様
子
は
悲
惨

に
な
り
、
通
り
に
は
ま
と
も
な
建
物

が
一
つ
も
無
か
っ
た
。
ど
こ
か
ら
手
を

着
け
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
人
が
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
、

地
元
住
民
で
な
い
自
分
達
も
途
方
に

暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
珠
洲
市
内
の
神
社
へ
巫
女
さ
ん
の

装
束
を
届
け
た
。
震
災
で
使
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
新

し
い
千
早
と
緋
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を
各
二
領
揃
え
て

訪
ね
た
。
参
道
の
構
造
物
（
鳥
居
・
燈

籠
・
狛
犬
な
ど
）
は
全
て
倒
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し
、
そ

の
ま
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だ
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た
。
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れ
ら
は
昨
年
五
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に
発
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し
た
能
登
沖
地
震
で
被
害

を
う
け
、
年
末
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で
に
復
旧
し
た
と
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た
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禍
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神
の
仕
業
と
て

な
ん
と
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打
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だ
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う
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の
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も
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に
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費
用
を
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る
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と
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、
復
興
し
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う
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い
う
心

が
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に
折
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し
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い
る
と

お
聞
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し
た
。

　
富
山
県
も
被
災
県
で
あ
り
、
お
互

い
さ
ま
で
は
あ
る
が
、
あ
の
破
壊
さ

れ
た
町
や
村
の
復
旧
が
一
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も
早
く

進
ん
で
、
以
前
の
生
活
が
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来
る
日

が
訪
れ
る
ま
で
支
援
の
心
を
持
ち
続

け
、
長
く
そ
の
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
大
切
だ
。
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山
県
神
社
庁
で
は
災
害
対
策
室

に
て
県
内
は
も
と
よ
り
、
県
外
へ
の
支

援
活
動
も
強
力
に
進
め
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で
あ
る
。

我
々
も
個
人
レ
ベ
ル
で
出
来
る
限
り

の
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
心
の
拠
り
所
で
あ
る
神
社
が
被
災

し
た
ま
ま
の
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い

る
の
は
本
当
に
心
苦
し
い
限
り
で
あ

る
。
氏
子
の
方
々
に
希
望
を
も
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
。
物
資
の
支
援
に
合
わ
せ
て
、
心
の

支
援
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
先
日
、
友
人
に
誘
わ
れ
、
氷
見
市

の
民
宿
へ
お
昼
ご
飯
を
食
べ
に
行
く

機
会
が
あ
っ
た
。
特
に
支
援
と
い
う

趣
旨
で
は
な
か
っ
た
が
、
帰
り
に
「
と

や
ま
応
援
ク
ー
ポ
ン
」
と
い
う
三
千

円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を
も
ら
っ
た
。
富

山
県
の
支
援
策
だ
っ
た
。
被
災
し
た

場
所
へ
行
き
、
食
事
や
買
い
物
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
支
援
で
き
る
と
い

う
、
図
ら
ず
も
間
接
的
な
支
援
を
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
手

の
支
援
は
気
軽
に
実
行
で
き
る
。

　
昭
建
皇
太
后
御
歌

人
の
た
め
身
の
た
め
も
の
を
お
も
ふ
こ
そ

　う
つ
せ
み
の
世
の
な
ら
ひ
な
り
け
れ

（
口
語
訳
）

　
世
の
人
の
た
め
、
わ
が
身
の
た
め
に
、
心
を

つ
く
し
て
様
々
に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
こ
そ
、

こ
の
世
に
生
き
る
人
の
持
つ
べ
き
心
の
有
様
と

い
う
も
の
で
す
。

　
被
災
地
へ
出
向
き
、
復
旧
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
、
ま
た
、
支
援
物
資
を

送
っ
た
り
募
金
を
し
た
り
す
る
こ
と

な
ど
直
接
的
な
支
援
と
、
現
地
へ
旅

行
に
行
っ
た
り
食
事
に
行
っ
た
り
す

る
な
ど
間
接
的
な
支
援
、
支
援
の
方

法
は
い
く
つ
も
あ
る
。
と
も
か
く
支
援

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

※
昭
建
皇
太
后
＝
明
治
天
皇
の
皇
后

﹁
支 

援
﹂

宮
　司  

藤
井
秀
嗣

節分祭斎行 節分祭斎行 

　今
年
の
元
日
に
は

能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
石
川
県
、
ま

た
当
県
に
於
い
て
も

各
地
で
甚
大
な
被
害

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
衷
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　古
来
、
活
力
が
漲

り
強
い
運
気
と
繁
栄

を
も
た
ら
す
と
云
わ

れ
る
辰
年
の
今
年
も
、

氏
子
の
皆
様
始
め
関

係
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
、
あ
た
た
か
く

皆
様
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

初
詣
句
会

福
野
糸
瓜
句
会
奉
納
句

へ
ち
ま

初
絵
馬
を
龍
踊
り
出
る
能
登
ま
で
も

　
　中
川

　英
堂

凛
然
と
並
ぶ
神
杉
淑
気
満
つ

　
　
　
　
　名
村

　五
月

水
紋
の
御
手
洗
川
や
初
日
受
く

　
　
　
　田
上
眞
知
子

杓
伸
ば
し
龍
頭
よ
り
汲
む
初
手
水

　
　
　梅
島
く
に
を

大
地
震
に
遠
き
友
よ
り
初
電
話

　
　
　
　有
川

　
　寛

大
前
に
句
の
上
達
を
初
祈
願

　
　
　
　
　上
古

　眞
澄

蒼
天
の
鎮
守
の
杜
や
初
句
会

　
　
　
　
　有
川

　公
子

大
吉
と
夢
を
引
き
た
り
初
御
籤

　
　
　
　城
宝
寿
美
礼

吹
雪
止
み
尖
る
立
山
空
に
浮
き

　
　
　
　五
十
嵐
千
恵
子

令和六年 辰年

初 詣

紀
元
節
祭
斎
行

皇
紀
二
六
八
四
年

　暦
の
上
で
季
節
の
節
目
を
表
す
「
二

十
四
節
気
」
の
始
ま
り
、「
立
春
」
を

翌
日
に
控
え
た
二
月
三
日
、
季
節
の
変

わ
り
目
に
不
意
に
忍
び
寄
る
邪
気
を
追

い
祓
う
追
儺
神
事
「
節
分
祭
」
を
斎
行

し
ま
し
た
。

　節
分
の
日
は
二
月
三
日
と
定
ま
っ
て

は
お
ら
ず
、
翌
日
の
立
春
の
日
に
ち
に

よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。
昭
和
六
十
年
よ

り
長
い
間
「
二
月

三
日
の
節
分
」
が

続
き
ま
し
た
が
、

令
和
三
年
よ
り
し

ば
ら
く
は
三
年
お

き
に
「
二
日
」
の

年
が
訪
れ
、
来

年
、
令
和
七
年
の

節
分
は
二
月
二
日

と
な
り
ま
す
。

春
の
訪
れ
に
、
福
は
内
。

　今
日
で
は
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し

て
広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
二
月

十
一
日
、
我
が
国
の
建
国
を
奉
祝
す
る

「
紀
元
節
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　神
武
天
皇
が
大
和
国
橿
原
の
地
に
お

い
て
ご
即
位
さ
れ
て
よ
り
悠
久
二
六
八

四
年
。
参
列
者
は
世
の
平
安
を
祈
っ
て

奉
奏
さ
れ
る
「
浦
安
の
舞
」
に
心
を
重

ね
、
皇
室
の
弥
栄
と
変
わ
る
こ
と
の
な

い
我
が
国
の
安
泰
と
繁
栄
を
願
い
、
心

を
込
め
て
玉
串
を
奉
り
ま
し
た
。

　「
紀
元
節
」
は
明
治
六
年
に
制
定
さ

れ
、
一
度
の
中
断
を
経
て
、
昭
和
四
十

二
年
か
ら
は
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し

て
、
再
び
日
本
の
建
国
を
し
の
ぶ
祝
日

と
な
り
ま
し
た
。

き 

げ
ん
せ
つ
さ
い

じ
ん 

む

や
ま
と
の
く
に
か
し 

は
ら

に

じ
ゅ
う
し  

せ
っ  

きつ
い  

な

み
な
ぎ
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熱
送
り
太
皷
巡
行

祈
年
祭
斎
行

天
長
節
祭
斎
行

　
早
春
の
境
内
に
ほ
の
か
に
漂
う
芽
吹

き
の
気
配
に
、
本
格
的
な
春
の
訪
れ
の

待
ち
遠
し
い
二
月
十
七
日
、
そ
の
年
の

豊
穣
と
産
業
の
発
展
を
大
前
に
祈
る

「
祈
年
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　古
く
よ
り
「
祈
年
祭
」
は
、
暖
か
い
春

を
迎
え
、
そ
の
年
の
農
作
業
が
活
発
化
す

る
前
に
、
秋
の
豊
潤
な
稔
り
を
ご
神
前
に

祈
念
す
る
祀
り
で
し
た
が
、
世
の
産
業
が

そ
の
近
代
化
と
共
に
か
た
ち
を
変
え
て

き
た
今
日
で
は
、
農
業
は
も
と
よ
り
商
工

業
を
含
む
す
べ
て
の
産
業
の
振
興
を
祈

る
、
年
間
で
も
特
に
大
切
な
祭
事
と
な
り

ま
し
た
。

　小
雪
舞
う
二
月
二
十
三
日
、
天
皇
陛
下
の

満
六
十
四
歳
の
お
誕
生
日
を
寿
ぎ
「
天
長
節
祭
」

を
斎
行
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
末
永
い
ご
健

康
と
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
国
民
の
更
な
る
繁

栄
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
宮
中
三
殿
で
は
「
天
長
祭
」
が
斎

行
さ
れ
、
天
皇
陛
下
が
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿

の
三
殿
そ
れ
ぞ
れ
を
ご
拝
礼
遊
ば
さ
れ
、
天

皇
誕
生
日
の
一
般
参
賀
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

き 

ね
ん 

さ
いま

つ

―
五
穀
豊
穣
と
す
べ
て
の
産
業
の
発
展
を
祈
っ
て
―

―
天
皇
陛
下
の
お
誕
生
日
を
寿
ぎ
―

―
無
火
災
、
無
災
害
を
祈
っ
て
―

　山
田
村
（
富
山
市
）
の
西
南
に

そ
び
え
立
つ
牛
嶽
（
九
八
七
メ
ー

ト
ル
）
は
、
太
古
の
昔
か
ら
名
を

知
ら
れ
た
霊
峰
で
、
人
々
は
地
域

を
鎮
め
護
る
神
体
山
と
し
て
、
朝
夕

仰
ぎ
崇
敬
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　山
に
初
雪
が
降
り
る
と
冬
の
到

来
が
近
い
と
し
て
山
中
・
山
麓
の

農
家
は
冬
支
度
に
取
り
掛
か
り
、

早
春
の
雪
融
け
頃
に
残
雪
の
形
が

臥
牛
の
姿
に
見
え
出
す
と
、
農
家

が
田
畑
の
耕
し
を
始
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
農
事
予

知
を
示
す
こ
と
か
ら
、
農
家
暦
と

し
て
の
信
仰
の
山
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　現
在
の
富
山
市
山
田
白
井
谷
に

鎮
座
す
る
牛
嶽
社
に
は
、
京
都
の

祇
園
の
社
（
八
坂
神
社
）
に
牛
頭

天
王
と
し
て
祀
ら
れ
、
悪
疫
を
避

け
水
利
を
守
る
神
様
と
し
て
崇
め

牛
嶽
社
め
ぐ
り

大
国
さ
ま
の白

井
谷 

牛
嶽
社

ら
れ
て
い
る
「
素
戔
嗚
尊
（
大
国

様
は
素
戔
嗚
尊
の
六
世
孫
に
あ
た

り
ま
す
）
」
が
御
祭
神
で
す
。
鎮

座
年
月
日
は
不
明
で
す
が
、「
明

治
五
年
御
神
体
・
立
奉
修
繕
、
本

殿
拝
殿
再
建
す
」
と
記
録
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
明
治

百
年
記
念
と
し
て
社
号
標
、
狛
犬

が
建
立
さ
れ
、
社
殿
の
修
繕
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
春
祭
は
四
月
十
四

日
、
秋
祭
は
十
一
月
六
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

第
七
回 

残雪の中に佇む鳥居と社殿

三が日の間、鳥居下の通行を制限し迂回路を設けた 鳥居上部より落下した石片

神
社
名
　
牛
嶽
社

鎮
座
地
　
富
山
市
白
井
谷

御
祭
神
　
素
戔
嗚
尊

宮
　
司
　
若
宮
　
得
幸

境
内
地
　
四
五
四
坪

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ 

一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

能
登
半
島
地
震
に
よ
る

　
　
　
　

 

被
害
に
つ
い
て

　髙瀬神社のご祭神は福の神、縁結び・医薬
医療の神として全国より広く崇敬を集める大
国主大神（大国さま）です。
　当神社では、交通安全（車のお祓い）・家
内安全・良縁成就（縁結び）・心身健全・厄
除け・病気平癒他のご祈祷を、心を込めて毎
日ご奉仕しています。
お気軽に社務所までお問い合わせ下さい。

ご祈祷のご案内

ご祈祷料　１件につき5,000円以上思召し
　　  髙瀬神社社務所　0763（82）0932

安産祈願
戌の日カレンダー

4月　 4日・16日・28日
5月　10日・22日
6月　 3日・15日・27日
7月　 9日・21日
8月　 2日・14日・26日
9月　 7日・19日
腹帯のお祓いも行いますので、
どうぞご持参下さい。

　新
型
ウ
イ

ル
ス
の
感
染

予
防
を
第
一

に
、
ご
案
内

を
代
表
の
方

に
限
定
し
て

の
斎
行
が
続

い
た
本
祭
典

で
す
が
、
本

年
は
西
田
明

男
、
石
岡
敬

夫
、
藤
井
秀

之
各
責
任
役

員
、
井
波
地

域
農
業
者
会

会
長
西
村
精
志
氏
、
次
年
度
献
穀
田
奉
耕
者

中
田
幸
礼
氏
他
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
列
を

い
た
だ
い
て
の
斎
行
が
叶
い
ま
し
た
。

　祭
典
で
は
、
井

波
松
風
会
（
前
田

由
美
子
会
長
）
に

よ
る
吟
詠
、「
新
し

き
（
大
伴
家
持

作
）」・「
新
年
雪
裏

の
梅
花
に
賦
す

（
有
智
子
内
親
王

作
）」
の
二
曲
が
力

強
く
奉
納
さ
れ
、

重
要
な
祭
祀
に
、

更
な
る
厳
か
さ
を

添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

て
ん
ち
ょ
う
せ
つ
さ
い

て
ん
ち
ょ
う
さ
い

鎮
火
祭
斎
行

　冬
ご
も
り
し
て
い
た
虫
達
も
活
力

を
得
て
、
や
が
て
春
の
野
に
這
い
出

す
「
啓
蟄
」
を
過
ぎ
た
三
月
八
日
、

南
砺
消
防
署
東
分
署
長
　川
森
秀
二

氏
を
始
め
、
南
砺
市
消
防
団
井
波
方

面
団
長
　角
地
永
吉
氏
、
同
福
野
方

面
団
長
　川
森
行
雄
氏
他
、
地
域
の

消
防
に
携
わ
る
方
々
、
ま
た
関
係
各

位
の
ご
参
列
の
も
と
「
鎮
火
祭
」
を

斎
行
し
ま
し
た
。
古
式
に
な
ら
い
、

宮
司
と
森
田
松
司
高
瀬
分
団
長
が

「
瓢
の
水
」、
続
い
て
中
嶋
範
英
部

長
、
竹
田
　衛
班
長
が
各
々
に
「
砂
」

と
「
川
菜
」
を
手
に
執
り
、
地
域
の

安
全
と
無
火
災
を
祈
っ
て
「
鎮
火
の

儀
」
を
奉
仕
し
ま
し
た
。

　元
日
に
発
生
し
た
地
震
に
つ
き
ま

し
て
、
各
地
よ
り
多
く
の
お
心
遣
い

の
お
言
葉
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
当
社
に
お
い
て
は

鳥
居
上
部
よ
り
剥
離
し
た
石
片
が
落

下
、
余
震
の
発
生
に
備
え
、
そ
の
周

辺
を
一
時
立
入
り
不
可
と
し
ま
し
た

が
、
一
月
三
日
に
は
専
門
業
者
の
確

認
の
も
と
、
無

事
、
封
鎖
を
解
除

す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　大
神
様
の
ご
加

護
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

け
い 

ち
つ

ち
ん  

か   

さ
い

ひ
さ
ご

せ
つ   

り

う    

ち   

こ

ふ

し
ら 

い 

だ
に

す
さ
の
お
の
み
こ
と

が  

ぎ
ゅ
う

ご   

ず

て
ん 

の
う
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芽
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き
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に
、
本
格
的
な
春
の
訪
れ
の

待
ち
遠
し
い
二
月
十
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日
、
そ
の
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の

豊
穣
と
産
業
の
発
展
を
大
前
に
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る

「
祈
年
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　古
く
よ
り
「
祈
年
祭
」
は
、
暖
か
い
春

を
迎
え
、
そ
の
年
の
農
作
業
が
活
発
化
す

る
前
に
、
秋
の
豊
潤
な
稔
り
を
ご
神
前
に

祈
念
す
る
祀
り
で
し
た
が
、
世
の
産
業
が

そ
の
近
代
化
と
共
に
か
た
ち
を
変
え
て

き
た
今
日
で
は
、
農
業
は
も
と
よ
り
商
工

業
を
含
む
す
べ
て
の
産
業
の
振
興
を
祈

る
、
年
間
で
も
特
に
大
切
な
祭
事
と
な
り

ま
し
た
。

　小
雪
舞
う
二
月
二
十
三
日
、
天
皇
陛
下
の

満
六
十
四
歳
の
お
誕
生
日
を
寿
ぎ
「
天
長
節
祭
」

を
斎
行
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
末
永
い
ご
健

康
と
皇
室
の
弥
栄
、
国
家
国
民
の
更
な
る
繁

栄
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
宮
中
三
殿
で
は
「
天
長
祭
」
が
斎

行
さ
れ
、
天
皇
陛
下
が
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿

の
三
殿
そ
れ
ぞ
れ
を
ご
拝
礼
遊
ば
さ
れ
、
天

皇
誕
生
日
の
一
般
参
賀
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

き 

ね
ん 

さ
いま

つ

―
五
穀
豊
穣
と
す
べ
て
の
産
業
の
発
展
を
祈
っ
て
―

―
天
皇
陛
下
の
お
誕
生
日
を
寿
ぎ
―

―
無
火
災
、
無
災
害
を
祈
っ
て
―

　山
田
村
（
富
山
市
）
の
西
南
に

そ
び
え
立
つ
牛
嶽
（
九
八
七
メ
ー

ト
ル
）
は
、
太
古
の
昔
か
ら
名
を

知
ら
れ
た
霊
峰
で
、
人
々
は
地
域

を
鎮
め
護
る
神
体
山
と
し
て
、
朝
夕

仰
ぎ
崇
敬
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　山
に
初
雪
が
降
り
る
と
冬
の
到

来
が
近
い
と
し
て
山
中
・
山
麓
の

農
家
は
冬
支
度
に
取
り
掛
か
り
、

早
春
の
雪
融
け
頃
に
残
雪
の
形
が

臥
牛
の
姿
に
見
え
出
す
と
、
農
家

が
田
畑
の
耕
し
を
始
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
農
事
予

知
を
示
す
こ
と
か
ら
、
農
家
暦
と

し
て
の
信
仰
の
山
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　現
在
の
富
山
市
山
田
白
井
谷
に

鎮
座
す
る
牛
嶽
社
に
は
、
京
都
の

祇
園
の
社
（
八
坂
神
社
）
に
牛
頭

天
王
と
し
て
祀
ら
れ
、
悪
疫
を
避

け
水
利
を
守
る
神
様
と
し
て
崇
め

牛
嶽
社
め
ぐ
り

大
国
さ
ま
の白

井
谷 
牛
嶽
社

ら
れ
て
い
る
「
素
戔
嗚
尊
（
大
国

様
は
素
戔
嗚
尊
の
六
世
孫
に
あ
た

り
ま
す
）
」
が
御
祭
神
で
す
。
鎮

座
年
月
日
は
不
明
で
す
が
、「
明

治
五
年
御
神
体
・
立
奉
修
繕
、
本

殿
拝
殿
再
建
す
」
と
記
録
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
明
治

百
年
記
念
と
し
て
社
号
標
、
狛
犬

が
建
立
さ
れ
、
社
殿
の
修
繕
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
春
祭
は
四
月
十
四

日
、
秋
祭
は
十
一
月
六
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

第
七
回 

残雪の中に佇む鳥居と社殿

三が日の間、鳥居下の通行を制限し迂回路を設けた 鳥居上部より落下した石片

神
社
名
　
牛
嶽
社

鎮
座
地
　
富
山
市
白
井
谷

御
祭
神
　
素
戔
嗚
尊

宮
　
司
　
若
宮
　
得
幸

境
内
地
　
四
五
四
坪

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ 

一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

能
登
半
島
地
震
に
よ
る

　
　
　
　

 

被
害
に
つ
い
て

　髙瀬神社のご祭神は福の神、縁結び・医薬
医療の神として全国より広く崇敬を集める大
国主大神（大国さま）です。
　当神社では、交通安全（車のお祓い）・家
内安全・良縁成就（縁結び）・心身健全・厄
除け・病気平癒他のご祈祷を、心を込めて毎
日ご奉仕しています。
お気軽に社務所までお問い合わせ下さい。

ご祈祷のご案内

ご祈祷料　１件につき5,000円以上思召し
　　  髙瀬神社社務所　0763（82）0932

安産祈願
戌の日カレンダー

4月　 4日・16日・28日
5月　10日・22日
6月　 3日・15日・27日
7月　 9日・21日
8月　 2日・14日・26日
9月　 7日・19日
腹帯のお祓いも行いますので、
どうぞご持参下さい。

　新
型
ウ
イ

ル
ス
の
感
染

予
防
を
第
一

に
、
ご
案
内

を
代
表
の
方

に
限
定
し
て

の
斎
行
が
続

い
た
本
祭
典

で
す
が
、
本

年
は
西
田
明

男
、
石
岡
敬

夫
、
藤
井
秀

之
各
責
任
役

員
、
井
波
地

域
農
業
者
会

会
長
西
村
精
志
氏
、
次
年
度
献
穀
田
奉
耕
者

中
田
幸
礼
氏
他
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
列
を

い
た
だ
い
て
の
斎
行
が
叶
い
ま
し
た
。

　祭
典
で
は
、
井

波
松
風
会
（
前
田

由
美
子
会
長
）
に

よ
る
吟
詠
、「
新
し

き
（
大
伴
家
持

作
）」・「
新
年
雪
裏

の
梅
花
に
賦
す

（
有
智
子
内
親
王

作
）」
の
二
曲
が
力

強
く
奉
納
さ
れ
、

重
要
な
祭
祀
に
、

更
な
る
厳
か
さ
を

添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

て
ん
ち
ょ
う
せ
つ
さ
い

て
ん
ち
ょ
う
さ
い

鎮
火
祭
斎
行

　冬
ご
も
り
し
て
い
た
虫
達
も
活
力

を
得
て
、
や
が
て
春
の
野
に
這
い
出

す
「
啓
蟄
」
を
過
ぎ
た
三
月
八
日
、

南
砺
消
防
署
東
分
署
長
　川
森
秀
二

氏
を
始
め
、
南
砺
市
消
防
団
井
波
方

面
団
長
　角
地
永
吉
氏
、
同
福
野
方

面
団
長
　川
森
行
雄
氏
他
、
地
域
の

消
防
に
携
わ
る
方
々
、
ま
た
関
係
各

位
の
ご
参
列
の
も
と
「
鎮
火
祭
」
を

斎
行
し
ま
し
た
。
古
式
に
な
ら
い
、

宮
司
と
森
田
松
司
高
瀬
分
団
長
が

「
瓢
の
水
」、
続
い
て
中
嶋
範
英
部

長
、
竹
田
　衛
班
長
が
各
々
に
「
砂
」

と
「
川
菜
」
を
手
に
執
り
、
地
域
の

安
全
と
無
火
災
を
祈
っ
て
「
鎮
火
の

儀
」
を
奉
仕
し
ま
し
た
。

　元
日
に
発
生
し
た
地
震
に
つ
き
ま

し
て
、
各
地
よ
り
多
く
の
お
心
遣
い

の
お
言
葉
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
当
社
に
お
い
て
は

鳥
居
上
部
よ
り
剥
離
し
た
石
片
が
落

下
、
余
震
の
発
生
に
備
え
、
そ
の
周

辺
を
一
時
立
入
り
不
可
と
し
ま
し
た

が
、
一
月
三
日
に
は
専
門
業
者
の
確

認
の
も
と
、
無

事
、
封
鎖
を
解
除

す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　大
神
様
の
ご
加

護
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

け
い 

ち
つ

ち
ん  

か   

さ
い

ひ
さ
ご

せ
つ   

り

う    

ち   

こ

ふ

し
ら 
い 
だ
に

す
さ
の
お
の
み
こ
と

が  

ぎ
ゅ
う

ご   

ず

て
ん 

の
う



67

越中一宮81vol.

　　　　　　　 LINE

鎮
守
の
杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第３回

　七
十
七
号
よ
り
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
コ
ラ

ム
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
、
髙
瀬
神
社
に
ま
つ
わ
る
と
っ
て
お
き
の
思
い

出
ば
な
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

池
波
先
生
と
私

高
瀬
鳳
鳴
ク
ラ
ブ

　
　
会
長
　
大
和
　
秀
夫

《
父
方
の
先
祖
が
、
越
中
井
波
の
宮
大
工

だ
っ
た
そ
う
な
。
こ
の
こ
と
を
何
か
の
原

稿
に
書
い
た
の
を
歴
史
民
俗
資
料
館
の
岩

倉
館
長
さ
ん
が
見
て
、
し
き
り
に
誘
っ
て

く
れ
た
の
で
秋
も
深
ま
っ
た
或
る
日
、
私

は
京
都
か
ら
越
中
に
向
か
っ
た
。
》

『
小
説
現
代
』
よ
り
抜
粋

　故
岩
倉
節
郎
さ
ん
の
尽
力
で
池
波
正
太

郎
先
生
と
井
波
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の

は
、
昭
和
五
十
六
年
の
十
月
。
『
鬼
平
犯

科
帳
』、『
剣
客
商
売
』
等
の
人
気
作
品
で

著
名
な
作
家
が
こ
の
地
を
訪
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
特
別
な
お
客
さ
ん
扱
い
で
あ

る
。
私
は
こ
の
日
、
岩
倉
さ
ん
、
野
原
寅

蔵
さ
ん
に
同
行
し
、
運
転
手
と
し
て
先
生

を
お
迎
え
し
た
。

　ひ
と
し
き
り
の
挨

拶
や
会
話
の
後
、
先

生
の
「
町
職
員
は
大

変
で
し
ょ
う
」
の
言

葉
に
び
っ
く
り
。「
は

い
、
そ
う
で
す
ね
…
」

と
は
お
答
え
し
た
も

の
の
、
天
下
の
大
作
家

の
お
世
辞
と
思
い
、
私

は
こ
の
会
話
に
区
切

り
を
つ
け
た
。
先
生

が
公
務
員
を
十
年
間
勤
め
ら
れ
た
経
験
者

で
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
ま
ま
で
…
。

　先
生
に
同
行
し
て
い
た
あ
る
時
「
君
、

そ
ん
な
に
私
の
家
に
来
る
の
が
嫌
な
の

か
？
」
と
の
言
葉
。
私
が
幾
度
か
の
お
誘

い
を
社
交
辞
令
と
考
え
、
生
返
事
を
繰
り

返
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
上
司
さ
え
訪

問
し
て
い
な
い
ご
自
宅
を
私
が
訪
ね
る
こ

と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

池
波
家
へ
の
手
土
産
も
難
し
い
…
。
食
通

と
し
て
も
知
ら
れ
る
先
生
で
あ
る
為
、
結

局
私
は
井
波
名
産
の
「
里
芋
」
を
持
参
し

た
。
こ
の
里
芋
に
土
が
付
い
て
い
る
訳
を

私
が
話
す
と
先
生
は
「
有
難
う
」
の
一
言

だ
け
。「
や
っ
ぱ
り
お
菓
子
の
方
が
良
か
っ

た
の
か
な
…
」
と
の
思
い
が
よ
ぎ
っ
た
。

　二
日
後
、
先
生
か
ら
の
手
紙
で
、
先
日

の
里
芋
が
大
変
旨
か
っ
た
の
で
、
ま
た

送
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

そ
れ
以
後
、
毎
年
里
芋
な
ど
を
送
る
度

に
、
直
筆
の
礼
状
が
届
い
た
。

　池
波
先
生
は
、
当
地
、
越
中
井
波
を
心

の
故
郷
と
し
て
度
々
訪
れ
て
お
り
、
そ
の

折
に
は
、
こ
こ
髙
瀬
神
社
も
参
拝
、
鎮
守

の
杜
を
散
策
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　昨
年
十
一
月
に
無
事
、
竣
功
を
迎
え
た
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
十
一
月
に
無
事
、
竣
功
を
迎
え
た
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
十
二
月

令
和
五
年
十
二
月

【
十
五
万
円
】

　㈲
石
森
石
材

【
五
万
円
】

　谷
口

　昭
義

【
二
万
五
千
円
】

　井
上

　惠
資

【
五
十
万
円
】

　西
田

　𠮷
輝

【
三
十
万
二
千
円
】

　南
砺
市
遺
族
会

　
　井
波
支
部

【
三
十
万
円
】

　山
森

　伸
正

　山
田

　哲
生

【
十
万
円
】

　高
田

　
　登

　農
工
房
長
者
㈱

　
　林

　美
佐
雄

　林

　
　絹
江

【
八
万
円
】

　冨
賀
見
将
一
郎

【
五
万
円
】

　伏
木
神
社

　
　宮
司

　尾
崎
定
秀

　牧
印
刷
㈱

　
　牧

　
　秀
輔

　小
西

　健
雄

　㈱
若
松

　片
山

　和
夫

　酒
泉

　義
秀

　大
矢

　外
男

　吉
田

　勇
一

　砺
波
市
若
林
遺
族
会

　末
永

　篤
司

【
三
万
円
】

　佐
々
木

　学

　中
嶋

　洋
子

【
二
万
七
千
円
】

　南
砺
市
遺
族
会

　
　福
光
支
部
北
山
田
地
区

【
二
万
円
】

　安
丸

　
　詳

　南
砺
市
遺
族
会

　
　福
光
支
部
石
黒
地
区

【
一
万
円
】

　岩
田

　百
郎

　藍
樹
工
業

　
　鳥
内
実
樹
憲

【
五
千
円
】

　稲
田
伴
望
子

　前
田

　
　一

訂
正
と
お
詫
び

髙瀬神社を正式参拝する池波正太郎氏

池波氏を案内する当時の
大和さん（右）

桜 詣のお知らせ
期間　開花の頃～見頃過ぎまで

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

夏
越
大
祓
の
ご
案
内

茅の輪くぐり神事茅の輪くぐり神事
6月30日（日）午後3時6月30日（日）午後3時

　毎
年
六
月
と
十
二
月
に
行
わ
れ
る
「
大

祓
」
は
、
私
達
が
日
々
を
送
る
中
で
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
れ
を
祓

い
、
続
く
半
年
を
無
病
息
災
に
過
ご
す
為

の
、
我
が
国
に
古
く
よ
り
伝
わ
る
大
切
な

年
中
行
事
で
す
。

　当
日
は
、「
人
形
」
に
罪
穢
れ
を
移
し
、

「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
祓
い

清
め
を
し
ま
す
。

　越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
の
夏
越
の
大
祓
に

参
加
し
て
、
暑
い
夏

を
健
康
に
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

　令
和
四
年
七
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
御
社
殿
屋
根
銅
板
葺
替
工
事
」
の

最
終
工
区
（
第
五
工
区
）
で
あ
る
功

霊
殿
本
殿
屋
根
の
銅
板
葺
替
え
作
業

が
、
昨
年
十
一
月
下
旬
に
完
了
し
ま

し
た
。

　同
　拝
殿
屋
根
の
葺
替
え
作
業
は
、

お 

な 

ま 

え

生

年

月

日

「
人
形
」
を
ご
希
望
の
方
は
社
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
お

は
ら
え

ひ
と 

が
た

ち

児
童
安
全
守
の
ご
紹
介

開
催

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

期
間
　
七
月
一
日（
月
）〜
七
日（
日
）

550個を超える色とりどりの風鈴の共演

第
八
〇
号
に
て
、
ご
奉
賛
賜
り
ま
し
た
方
の

お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

左
記
の
通
り
訂
正
し
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

【
百
万
円
】

　大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱

　
　村
西

　更
新

功霊殿本殿屋根
　銅板葺替工事竣功
功霊殿本殿屋根
　銅板葺替工事竣功

拝殿屋根葺替え工事の様子。こち
らの作業は令和４年11月に完了し
ている。

第
二
工
区
と
し
て
す
で
に
完
了

し
て
お
り
、
お
よ
そ
一
年
の
期

間
を
経
て
無
事
、
本
殿
・
拝
殿

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
が
竣
功
し
ま

し
た
。

　こ
れ
も
ひ
と
え
に
南
砺
・
砺

波
・
小
矢
部
市
各
遺
族
会
、
功

霊
殿
奉
斎
会
、
ま
た
本
事
業
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

の
真
心
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　髙瀬神社の境内や大門川のほとり
は、この時季やわらかな桜の香りに
包まれます。
　社務所では「桜詣」のご朱印をご
用意してお待ちしています。

桜の香り、心に元気。

さくらもうで

300枚限定の桜詣ご朱印
特別な和紙に墨書しています

　四
月
は
ピ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生
が
元

気
に
通
学
を
始
め
る
季
節
で
す
。
髙
瀬

神
社
で
は
、
お
子
様
の
安
全
な
登
下
校

を
願
い
「
児
童
安
全
守
」
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
お
守
授
与
所
に
て
お
受

け
下
さ
い
。

【児童安全守】  頒価 各800円
  ピンク・水色/キーリング付き
  縦5×横3cm

夏詣期間限定のご朱印

日
本
の
新
し
い
習
慣
と
し
て

　「大
祓
」
は
年
に
二
回
行
わ
れ
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日
の
「
師
走
の
大
祓
」

で
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
か
ら
「
初

詣
」
に
出
か
け
ま
す
。

　六
月
三
十
日
の
「
夏
越
の
大
祓
」
で

も
同
様
に
罪
穢
れ
を
祓
い
ま
す
が
、
そ

の
後
あ
ら
た
め
て
参
拝
す
る
習
慣
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
半
年
が

無
事
に
過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
残
る

半
年
も
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
る
参

拝
の
こ
と
を
「
夏
詣
」
と
呼
び
、
新
し

い
習
慣
と
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　当
神
社
で
は
、
こ
の
「
夏
詣
」
期

間
、
境
内
に
風
鈴
を
飾
り
、
涼
や
か
な

音
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

お
お
は
ら
え

し
わ
す

な
ご
し

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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鎮
守
の
杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第３回

　七
十
七
号
よ
り
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
コ
ラ

ム
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
、
髙
瀬
神
社
に
ま
つ
わ
る
と
っ
て
お
き
の
思
い

出
ば
な
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

池
波
先
生
と
私

高
瀬
鳳
鳴
ク
ラ
ブ

　
　
会
長
　
大
和
　
秀
夫

《
父
方
の
先
祖
が
、
越
中
井
波
の
宮
大
工

だ
っ
た
そ
う
な
。
こ
の
こ
と
を
何
か
の
原

稿
に
書
い
た
の
を
歴
史
民
俗
資
料
館
の
岩

倉
館
長
さ
ん
が
見
て
、
し
き
り
に
誘
っ
て

く
れ
た
の
で
秋
も
深
ま
っ
た
或
る
日
、
私

は
京
都
か
ら
越
中
に
向
か
っ
た
。
》

『
小
説
現
代
』
よ
り
抜
粋

　故
岩
倉
節
郎
さ
ん
の
尽
力
で
池
波
正
太

郎
先
生
と
井
波
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の

は
、
昭
和
五
十
六
年
の
十
月
。
『
鬼
平
犯

科
帳
』、『
剣
客
商
売
』
等
の
人
気
作
品
で

著
名
な
作
家
が
こ
の
地
を
訪
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
特
別
な
お
客
さ
ん
扱
い
で
あ

る
。
私
は
こ
の
日
、
岩
倉
さ
ん
、
野
原
寅

蔵
さ
ん
に
同
行
し
、
運
転
手
と
し
て
先
生

を
お
迎
え
し
た
。

　ひ
と
し
き
り
の
挨

拶
や
会
話
の
後
、
先

生
の
「
町
職
員
は
大

変
で
し
ょ
う
」
の
言

葉
に
び
っ
く
り
。「
は

い
、
そ
う
で
す
ね
…
」

と
は
お
答
え
し
た
も

の
の
、
天
下
の
大
作
家

の
お
世
辞
と
思
い
、
私

は
こ
の
会
話
に
区
切

り
を
つ
け
た
。
先
生

が
公
務
員
を
十
年
間
勤
め
ら
れ
た
経
験
者

で
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
ま
ま
で
…
。

　先
生
に
同
行
し
て
い
た
あ
る
時
「
君
、

そ
ん
な
に
私
の
家
に
来
る
の
が
嫌
な
の

か
？
」
と
の
言
葉
。
私
が
幾
度
か
の
お
誘

い
を
社
交
辞
令
と
考
え
、
生
返
事
を
繰
り

返
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
上
司
さ
え
訪

問
し
て
い
な
い
ご
自
宅
を
私
が
訪
ね
る
こ

と
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

池
波
家
へ
の
手
土
産
も
難
し
い
…
。
食
通

と
し
て
も
知
ら
れ
る
先
生
で
あ
る
為
、
結

局
私
は
井
波
名
産
の
「
里
芋
」
を
持
参
し

た
。
こ
の
里
芋
に
土
が
付
い
て
い
る
訳
を

私
が
話
す
と
先
生
は
「
有
難
う
」
の
一
言

だ
け
。「
や
っ
ぱ
り
お
菓
子
の
方
が
良
か
っ

た
の
か
な
…
」
と
の
思
い
が
よ
ぎ
っ
た
。

　二
日
後
、
先
生
か
ら
の
手
紙
で
、
先
日

の
里
芋
が
大
変
旨
か
っ
た
の
で
、
ま
た

送
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

そ
れ
以
後
、
毎
年
里
芋
な
ど
を
送
る
度

に
、
直
筆
の
礼
状
が
届
い
た
。

　池
波
先
生
は
、
当
地
、
越
中
井
波
を
心

の
故
郷
と
し
て
度
々
訪
れ
て
お
り
、
そ
の

折
に
は
、
こ
こ
髙
瀬
神
社
も
参
拝
、
鎮
守

の
杜
を
散
策
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　昨
年
十
一
月
に
無
事
、
竣
功
を
迎
え
た
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
十
一
月
に
無
事
、
竣
功
を
迎
え
た
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
十
二
月

令
和
五
年
十
二
月

【
十
五
万
円
】

　㈲
石
森
石
材

【
五
万
円
】

　谷
口

　昭
義

【
二
万
五
千
円
】

　井
上

　惠
資

【
五
十
万
円
】

　西
田

　𠮷
輝

【
三
十
万
二
千
円
】

　南
砺
市
遺
族
会

　
　井
波
支
部

【
三
十
万
円
】

　山
森

　伸
正

　山
田

　哲
生

【
十
万
円
】

　高
田

　
　登

　農
工
房
長
者
㈱

　
　林

　美
佐
雄

　林

　
　絹
江

【
八
万
円
】

　冨
賀
見
将
一
郎

【
五
万
円
】

　伏
木
神
社

　
　宮
司

　尾
崎
定
秀

　牧
印
刷
㈱

　
　牧

　
　秀
輔

　小
西

　健
雄

　㈱
若
松

　片
山

　和
夫

　酒
泉

　義
秀

　大
矢

　外
男

　吉
田

　勇
一

　砺
波
市
若
林
遺
族
会

　末
永

　篤
司

【
三
万
円
】

　佐
々
木

　学

　中
嶋

　洋
子

【
二
万
七
千
円
】

　南
砺
市
遺
族
会

　
　福
光
支
部
北
山
田
地
区

【
二
万
円
】

　安
丸

　
　詳

　南
砺
市
遺
族
会

　
　福
光
支
部
石
黒
地
区

【
一
万
円
】

　岩
田

　百
郎

　藍
樹
工
業

　
　鳥
内
実
樹
憲

【
五
千
円
】

　稲
田
伴
望
子

　前
田

　
　一

訂
正
と
お
詫
び

髙瀬神社を正式参拝する池波正太郎氏

池波氏を案内する当時の
大和さん（右）

桜 詣のお知らせ
期間　開花の頃～見頃過ぎまで

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

夏
越
大
祓
の
ご
案
内

茅の輪くぐり神事茅の輪くぐり神事
6月30日（日）午後3時6月30日（日）午後3時

　毎
年
六
月
と
十
二
月
に
行
わ
れ
る
「
大

祓
」
は
、
私
達
が
日
々
を
送
る
中
で
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
れ
を
祓

い
、
続
く
半
年
を
無
病
息
災
に
過
ご
す
為

の
、
我
が
国
に
古
く
よ
り
伝
わ
る
大
切
な

年
中
行
事
で
す
。

　当
日
は
、「
人
形
」
に
罪
穢
れ
を
移
し
、

「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
祓
い

清
め
を
し
ま
す
。

　越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
の
夏
越
の
大
祓
に

参
加
し
て
、
暑
い
夏

を
健
康
に
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

　令
和
四
年
七
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
御
社
殿
屋
根
銅
板
葺
替
工
事
」
の

最
終
工
区
（
第
五
工
区
）
で
あ
る
功

霊
殿
本
殿
屋
根
の
銅
板
葺
替
え
作
業

が
、
昨
年
十
一
月
下
旬
に
完
了
し
ま

し
た
。

　同
　拝
殿
屋
根
の
葺
替
え
作
業
は
、

お 

な 

ま 

え

生

年

月

日

「
人
形
」
を
ご
希
望
の
方
は
社
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
お

は
ら
え

ひ
と 

が
た

ち

児
童
安
全
守
の
ご
紹
介

開
催

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

期
間
　
七
月
一
日（
月
）〜
七
日（
日
）

550個を超える色とりどりの風鈴の共演

第
八
〇
号
に
て
、
ご
奉
賛
賜
り
ま
し
た
方
の

お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

左
記
の
通
り
訂
正
し
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

【
百
万
円
】

　大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱

　
　村
西

　更
新

功霊殿本殿屋根
　銅板葺替工事竣功
功霊殿本殿屋根
　銅板葺替工事竣功

拝殿屋根葺替え工事の様子。こち
らの作業は令和４年11月に完了し
ている。

第
二
工
区
と
し
て
す
で
に
完
了

し
て
お
り
、
お
よ
そ
一
年
の
期

間
を
経
て
無
事
、
本
殿
・
拝
殿

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
が
竣
功
し
ま

し
た
。

　こ
れ
も
ひ
と
え
に
南
砺
・
砺

波
・
小
矢
部
市
各
遺
族
会
、
功

霊
殿
奉
斎
会
、
ま
た
本
事
業
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

の
真
心
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　髙瀬神社の境内や大門川のほとり
は、この時季やわらかな桜の香りに
包まれます。
　社務所では「桜詣」のご朱印をご
用意してお待ちしています。

桜の香り、心に元気。

さくらもうで

300枚限定の桜詣ご朱印
特別な和紙に墨書しています

　四
月
は
ピ
カ
ピ
カ
の
新
一
年
生
が
元

気
に
通
学
を
始
め
る
季
節
で
す
。
髙
瀬

神
社
で
は
、
お
子
様
の
安
全
な
登
下
校

を
願
い
「
児
童
安
全
守
」
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
お
守
授
与
所
に
て
お
受

け
下
さ
い
。

【児童安全守】  頒価 各800円
  ピンク・水色/キーリング付き
  縦5×横3cm

夏詣期間限定のご朱印

日
本
の
新
し
い
習
慣
と
し
て

　「大
祓
」
は
年
に
二
回
行
わ
れ
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日
の
「
師
走
の
大
祓
」

で
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
か
ら
「
初

詣
」
に
出
か
け
ま
す
。

　六
月
三
十
日
の
「
夏
越
の
大
祓
」
で

も
同
様
に
罪
穢
れ
を
祓
い
ま
す
が
、
そ

の
後
あ
ら
た
め
て
参
拝
す
る
習
慣
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
半
年
が

無
事
に
過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
残
る

半
年
も
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
る
参

拝
の
こ
と
を
「
夏
詣
」
と
呼
び
、
新
し

い
習
慣
と
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　当
神
社
で
は
、
こ
の
「
夏
詣
」
期

間
、
境
内
に
風
鈴
を
飾
り
、
涼
や
か
な

音
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

お
お
は
ら
え

し
わ
す

な
ご
し

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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健闘

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　あ
な
た
は
、
こ
の
一
年
間

に
ケ
ン
シ
ン
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
か
？
こ
の
よ
う
な
質
問

を
す
る
と
、「
い
つ
も
先
生

の
と
こ
ろ
で
血
液
検
査
し
て

い
る
か
ら
受
け
て
い
な
い
」、

「
公
民
館
で
胸
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
だ
け
撮
っ
て
き
た
」
と
の

返
答
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
は
ケ
ン
シ
ン
に
は

〝
健
診
〞
と
〝
検
診
〞
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　〝健
診
〞
は
、
健
康
診
断
、

健
康
診
査
の
略
で
す
。
身
体

測
定
や
血
液
・
尿
な
ど
の
検

査
を
行
い
、
生
活
習
慣
病
な

ど
の
疾
患
が
な
い
か
を
調
べ

ま
す
。
四
十
〜
七
十
四
歳
ま

で
は
特
定
健
診
（
い
わ
ゆ
る

メ
タ
ボ
健
診
）
と
い
わ
れ
、

脳
血
管
や
心
血
管
疾
患
の
引

き
金
と
な
る
メ
タ
ボ
状
態
の

有
無
を
確
認
す
る
こ
と
に
主

眼
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
年
代
に
お
い
て
も
、

学
校
健
診
や
職
域
で
の
健
診
、

後
期
高
齢
者
健
診
な
ど
、
年

に
一
回
健
診
の
受
診
機
会
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
で
〝
検
診
〞
は
、
あ

る
特
定
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
か
を
調
べ
る
診
察
の
こ

と
を
い
い
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
胃
が
ん
検

診
や
子
宮
が
ん
検
診
な
ど
に

用
い
ら
れ
ま
す
。
が
ん
検
診

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
の
好

発
年
齢
に
よ
っ
て
検
診
を
勧

奨
す
る
年
代
も
異
な
り
ま

す
。
職
場
な
ど
で
検
診
機
会

の
な
い
方
に
は
、
毎
年
自
治

体
よ
り
が
ん
検
診
の
案
内
が

発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
健
診
に
が
ん
検
診
を
組

み
合
わ
せ
た
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
で
受
診
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。 

　い
ず
れ
の
ケ
ン
シ
ン
も
、

受
け
る
事
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
受
診
の
結
果
、

要
精
密
検
査
や
要
治
療
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
ち
ら
は
二
次
検

診
と
も
い
い
ま
す
が
、
二
次

検
診
ま
で
受
け
て
ケ
ン
シ
ン

を
受
け
た
と
い
っ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
一
年
に
一
度
は

身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
健

診
と
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 
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「〝
健
診
〞と〝
検
診
〞を
受
け
ま
し
ょ
う
」

南
砺
市
民
病
院

　
　
看
護
部
師
長
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大
西
　
真
弓
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護
部
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長

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
主
幹

大
西
　
真
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師
長

南
砺
市
出
身
。

金
沢
大
学
医
療
短
期
大
学
部

　

看
護
学
科
卒
。 

富
山
県
立
総
合
衛
生
学
院

　

保
健
学
科
卒
。 

看
護
師
ま
た
保
健
師
と
し
て

日
々
患
者
さ
ん
の
健
康
維
持
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
辞  

令
】

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

【
事
務
機
器
・
厨
房
調
理
器
具
】
 　 

藤
井

　典
弘 

殿

【
几
帳
（
幣
殿
調
度
）
】

 

　

 

長
谷
川
宏
幸 

殿

【
巫
女
舞 

花
か
ん
ざ
し
】

 

　

 

五
反

　日
乃 

殿

【
C
D
演
奏
機
器
】

 

　

 

米
田

　亜
依 

殿

　
右
の
方
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

表
紙
写
真

　春
は
旅
立
ち
の
季
節
。
送
別
会
帰
り

の
繁
華
街
を
、
花
束
を
片
手
に
仲
間
達

と
楽
し
気
に
歩
く
主
人
公
の
背
中
も
ど

こ
か
淋
し
く
映
る
。
進
学
・
就
職
・
転

勤
・
転
職
…
人
生
の
岐
路
に
は
と
か
く
別

れ
が
付
き
も
の
だ
が
、
新
し
い
仲
間
と
の

新
し
い
出
会
い
は
、
と
び
き
り
の
笑
顔
で

元
気
よ
く
、
心
に
あ
の
花
束
を
持
っ
て
。

（
智
）

浪
速
神
楽
「
剱
の
舞
」。

春
雷
を
打
ち
祓
い
、
行
く
末
の

飛
躍
を
招
く
。

退

　職
　禰

　宜
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井
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弘
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則
に
よ
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定
年
退
職
と
す
る
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六
年
三
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三
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一
日
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谷
川
宏
幸
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い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

　
　
　
　
　富
山
県
神
社
庁
に
転
出
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和
六
年
三
月
三
十
一
日

　巫
女
長

　五
反

　日
乃
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い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

　
　
　
　令
和
六
年
二
月
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日

　巫

　女

　米
田

　亜
依

　
　願
い
に
よ
り
職
を
免
ず
る
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和
六
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三
月
三
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日
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　用
　松
本

　正
靖
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禰
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を
命
ず
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　令
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六
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四
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日
時
　
七
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日
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午
前
十
時
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並
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に
技
芸
上
達
祈
願
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の
ご
案
内

七
夕
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並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

　「
星
ま
つ
り
」
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も
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七
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川
を
挟
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だ
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と
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さ
れ
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と
い
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、
古
よ
り

の
伝
承
を
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と
す
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風
習
で
す
。

　こ
の
日
、
当
神
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七
夕
の

神
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に
併
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織
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女
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の
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れ
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手
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に
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か

り
、
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習
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上
達
を
祈
願
す
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「
技
芸
上
達
祈
願
祭
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を
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行

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
家
族
お
揃
い

で
お
参
り
下
さ
い
。

し
ょ
く
じ
ょ
せ
い

い
に
し
え

お
り
ひ
め

け
ん
ぎ
ゅ
う
せ
い

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や
行
事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記

事
も
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

https://w
w
w
.takase.or.jp

　初宮参りにてご昇殿の赤ちゃ
んに、お食い初めの「歯固め石」
をお頒かちしています。「丈夫な
歯が生えますように」との願いを
込めて行う儀式に、この「歯固め
石」をご希望の方は、どうぞご祈
祷後にお申しつけ下さい。

は    がた

歯固め石
のご案内

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内

　髙
瀬
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
に
月
次
祭
に
ご
参
列
い
た

だ
き
、
ご
家
族
の
平
安
と
繁
栄
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
列
を
ご
希
望
の
方
は
、
社
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日時  毎月１日・13日
　　  午前10時
　　  （１月１日・9月13日を除く）

第24回 人形展
　　　 ～ 一期一会 ～
期間　７月13日（土）～15日（月）
　　　午前10時～午後４時
会場　髙瀬神社 参集殿

日　時　7月14日（日）10:00より
場　所　髙瀬神社 本殿
受　付　7月13日（土）9:00～15:00
　　　　7月14日（日）9:00～  9:45
祈願料　3,000円より
　　　　（手提げ袋1袋程度につき）

　古くなった人形に感謝し、お祓い、
お焚き上げをするお祭り「人形感謝
祭」を行います。
　役目を終えた「人形」や「ぬいぐ
るみ」をお持ち寄り下さい。

人形感謝祭のご案内

　髙瀬神社では、来たる子供の日に
向けて「端午の節句」の吊るし飾り
を準備しています。風薫る初夏、季
節の飾り細工をお楽しみ下さい。

杜
の
に
ぎ
わ

　慣れ親しんだ人形とのお別れは寂
しいもの。ここにはそんな心を優し
く癒してくれるひとときがあります。
　県内外で幅広く活躍する人形作家
と、草月流富山県支部秀抱会とが織
りなす、創作人形といけばなの艶や
かな共演 ー。
心ゆくまでお楽しみ下さい。

あで
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健闘
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。
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受
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検
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レ
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ゲ
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だ
け
撮
っ
て
き
た
」
と
の

返
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を
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く
こ
と
が
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り
ま

す
。
実
は
ケ
ン
シ
ン
に
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診
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検
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を
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、
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活
習
慣
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な

ど
の
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が
な
い
か
を
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べ

ま
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。
四
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七
十
四
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ま

で
は
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診
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ゆ
る
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ボ
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と
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れ
、

脳
血
管
や
心
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管
疾
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の
引

き
金
と
な
る
メ
タ
ボ
状
態
の

有
無
を
確
認
す
る
こ
と
に
主

眼
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
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に
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て
も
、

学
校
健
診
や
職
域
で
の
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診
、

後
期
高
齢
者
健
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な
ど
、
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に
一
回
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診
の
受
診
機
会
が
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け
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れ
て
い
ま
す
。
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で
〝
検
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は
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あ

る
特
定
の
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気
に
か
か
っ
て

い
る
か
を
調
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る
診
察
の
こ

と
を
い
い
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
胃
が
ん
検

診
や
子
宮
が
ん
検
診
な
ど
に

用
い
ら
れ
ま
す
。
が
ん
検
診

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
の
好

発
年
齢
に
よ
っ
て
検
診
を
勧

奨
す
る
年
代
も
異
な
り
ま

す
。
職
場
な
ど
で
検
診
機
会

の
な
い
方
に
は
、
毎
年
自
治

体
よ
り
が
ん
検
診
の
案
内
が

発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
健
診
に
が
ん
検
診
を
組

み
合
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せ
た
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
で
受
診
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
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　い
ず
れ
の
ケ
ン
シ
ン
も
、

受
け
る
事
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
受
診
の
結
果
、

要
精
密
検
査
や
要
治
療
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
医
療
機
関
を
受
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し
て
く

だ
さ
い
。
こ
ち
ら
は
二
次
検
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と
も
い
い
ま
す
が
、
二
次

検
診
ま
で
受
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て
ケ
ン
シ
ン

を
受
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た
と
い
っ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
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一
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に
一
度
は

身
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の
メ
ン
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ス
、
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と
検
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を
受
け
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う
。
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の
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を
免
ず
る

　
　
　
　令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

採

　用
　松
本

　正
靖

　
　権
禰
宜
を
命
ず
る

　
　
　令
和
六
年
四
月
一
日

　松
井

　佑
亮

　
　権
禰
宜
を
命
ず
る

　
　
　令
和
六
年
四
月
一
日

　谷
井

　琥
珀

　
　巫
女
見
習
を
命
ず
る

　
　
　令
和
六
年
四
月
一
日

日
時
　
七
月
七
日
（
日
） 

午
前
十
時

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

　「
星
ま
つ
り
」
と
も
い
わ
れ
る
七
夕
は
、
天
の
川
を
挟

ん
で
離
れ
ば
な
れ
の
織
女
星
と
牽
牛
星
が
、
七
月
七
日
の

夜
に
だ
け
再
会
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
、
古
よ
り

の
伝
承
を
起
源
と
す
る
風
習
で
す
。

　こ
の
日
、
当
神
社
で
は
七
夕
の

神
事
に
併
せ
て
、
織
姫
（
織
女

星
）
の
優
れ
た
手
わ
ざ
に
あ
や
か

り
、
手
習
い
事
の
上
達
を
祈
願
す

る
「
技
芸
上
達
祈
願
祭
」
を
斎
行

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
家
族
お
揃
い

で
お
参
り
下
さ
い
。

し
ょ
く
じ
ょ
せ
い

い
に
し
え

お
り
ひ
め

け
ん
ぎ
ゅ
う
せ
い

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や
行
事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記

事
も
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

https://w
w
w
.takase.or.jp

　初宮参りにてご昇殿の赤ちゃ
んに、お食い初めの「歯固め石」
をお頒かちしています。「丈夫な
歯が生えますように」との願いを
込めて行う儀式に、この「歯固め
石」をご希望の方は、どうぞご祈
祷後にお申しつけ下さい。

は    がた

歯固め石
のご案内

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内

　髙
瀬
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
に
月
次
祭
に
ご
参
列
い
た

だ
き
、
ご
家
族
の
平
安
と
繁
栄
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
列
を
ご
希
望
の
方
は
、
社
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日時  毎月１日・13日
　　  午前10時
　　  （１月１日・9月13日を除く）

第24回 人形展
　　　 ～ 一期一会 ～
期間　７月13日（土）～15日（月）
　　　午前10時～午後４時
会場　髙瀬神社 参集殿

日　時　7月14日（日）10:00より
場　所　髙瀬神社 本殿
受　付　7月13日（土）9:00～15:00
　　　　7月14日（日）9:00～  9:45
祈願料　3,000円より
　　　　（手提げ袋1袋程度につき）

　古くなった人形に感謝し、お祓い、
お焚き上げをするお祭り「人形感謝
祭」を行います。
　役目を終えた「人形」や「ぬいぐ
るみ」をお持ち寄り下さい。

人形感謝祭のご案内

　髙瀬神社では、来たる子供の日に
向けて「端午の節句」の吊るし飾り
を準備しています。風薫る初夏、季
節の飾り細工をお楽しみ下さい。

杜
の
に
ぎ
わ

　慣れ親しんだ人形とのお別れは寂
しいもの。ここにはそんな心を優し
く癒してくれるひとときがあります。
　県内外で幅広く活躍する人形作家
と、草月流富山県支部秀抱会とが織
りなす、創作人形といけばなの艶や
かな共演 ー。
心ゆくまでお楽しみ下さい。

あで
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新参集殿10周年
 これからも新たな夫婦の幸福のために。

高瀬神社 検索
髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
）

　神
武
天
皇
祭
（
四
月
三
日
）

　春
季
祭
（
四
月
十
日
）

　昭
和
祭
（
四
月
二
十
九
日
）

　御
田
植
祭
（
五
月
下
旬
）

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
）

　神
武
天
皇
祭
（
四
月
三
日
）

　春
季
祭
（
四
月
十
日
）

　昭
和
祭
（
四
月
二
十
九
日
）

　御
田
植
祭
（
五
月
下
旬
）

四
月
・
五
月
の
祭
事

四
月
・
五
月
の
祭
事

撮
影

　南
部
ス
タ
ジ
オ

桜
の
香
り
、
心
に
元
気 ―

。

開
花
の
頃
よ
り
見
頃
を
過
ぎ
る
ま
で
、

「
桜
詣
」
の
ご
朱
印
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

桜
の
香
り
、
心
に
元
気 ―

。

開
花
の
頃
よ
り
見
頃
を
過
ぎ
る
ま
で
、

「
桜
詣
」
の
ご
朱
印
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

桜
詣
。

桜
詣
。
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